
サステナビリティ▶お客様の健康・安全・安心なくらしの実現

お客様に提案する
Well-Being なくらし 

お客様の
健康・安全・安心な
くらしの実現

 背景 
コロナ禍を契機に、消費者の価値観や生活様式は大きく変化し、環境や
社会課題の解決、健康につながる商品やサービス、感染予防を念頭にお
いた安全・安心へのニーズが高まっています。このような外部環境の変
化を背景に、お客様の健康・安全・安心の実現に向け、新たなマテリアリ
ティとして取り組みを強化します。

 目指すゴール（コミットメント） 
私たちは、お客様の心身ともに健康で安心なくらしに寄り添い、高品質で
心地よい商品やサービスを提供することにより、お客様それぞれの自分ら
しいWell-Beingと心豊かなワクワクする未来を提案します。また、防災や
感染症リスク、BCP(事業継続計画)に対応し、店舗のレジリエンスを高め、
それと同時にデジタルを活用したオペレーションを構築することで、安全・
安心に配慮した新しい顧客接点を創造し、社会の期待に応える店づくり
を推進します。

 2023年度目標・KPI 
●食品安全と環境保全に関する認証商品の取り扱い強化スタート　
●伝統文化やアート、カルチャーなどのエンタテインメント事業の領域拡大
●ウェルネス事業の立ち上げ
●JFRグループのサステナビリティ活動に対するお客様の認知度・共感度30％
●BCPの高度化と防疫対策の強化
●デジタルを活用したコミュニケーションによる非接触での顧客接点の強化

 2020年度の主な取り組み 
●エシカルライフイベントの実施や、フェアトレード商品を扱うショップの誘致
●化粧品のオンラインカウンセリングや、ライブコマースの活用
●心斎橋PARCOグランドオープン時の360度カメラによる「バーチャルツアー」の実施
●消費科学研究所におけるHACCP（ハサップ）の取り組み強化
●「JFR危機管理規程」の改定および「JFR危機管理マニュアル」の制定
●新型コロナウイルス感染症対策の実施

環境や社会課題の解決につながる商品を選択されるなど、お客様
のエシカル消費に対する意識の高まりを受け、大丸松坂屋百貨店や
パルコでは、エシカル消費に対応した商品やサービスの充実に向け
取り組んでいます。具体的には、SDGsに取り組むブランドを集積した
エシカルライフイベントの開催や、フェアトレード商品を扱うショップ
の展開を進めています。今後も、お客様が快適なくらしを送れるだけ
でなく、購入することで環境や社会に貢献できるようエシカル商品の
取り扱いを拡大していきます。
また、パルコではコロナ禍で健康や内面の充実への意識が高まっ

ていることから、2020年9月にウェルネス事業部門を立ち上げました。
健康の視点から生活者がより良く生きるための広い意味でのウェル
ネス領域に関する新たなライフスタイルの提案、価値提供を目指して
います。
今後、JFRグループが行っているサステナビリティ活動に対するお

客様の認知度や共感度についてアンケートを実施し、さらなるサステ
ナビリティ活動の充実につなげます。

お客様の期待に応えるWell-Being Lifeの提案に向けて 

店頭入り口での検温の様子

お客様に安心してご来店いただける
防災・防疫に強い店舗環境づくり

当社グループは、安全・安心に向けた取り組みを強化しており、
大丸松坂屋百貨店やパルコの店舗や各事業会社では、地震や
火災発生時に備え、防災訓練やBCP訓練を定期的に実施してい
ます。2020年、「JFR危機管理規程」の改定および「JFR危機管理
マニュアル」の制定を行い、マニュアルを体系的に整備しました。
また、大丸松坂屋百貨店やパルコは、新型コロナウイルス感
染症防止対策として、3密空間とならない環境づくりや、館内空
調強化等、安全・安心対策を実施しています。お客様へはマス
クの着用や、入り口でのサーモグラフィーによる検温とアルコー
ル消毒への協力をお願いしています。加えて、従業員には健康

管理の徹底と、飛まつ防止シールド等による感染防止対策を行っ
ています。新型コロナウイルス感染症に対しては、早期に緊急
対策本部を立ち上げるなど、組織的な感染防止対策の徹底に
継続して努め、並行して、これまでの対応策の検証を進め、将
来の新たなパンデミックに備えるための「感染症対応マニュアル」
の整備も進めています。

渋谷PARCOでは2021年3月 “サステナブル”をテーマにした初の全館企画
「CYCLE」を開催
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